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１．はじめに 

近年、路面電車が環境配慮型の都市交通として世界中で再評価されている。とくに西欧諸

国においてはもともと路面電車が都市交通の中核として広く活用されているが、イギリス、

ベルギーなど多くの国で新たな導入や拡大が検討されており、世界全体でみても「時代遅れ」

から「未来型交通」へと評価が大きく変わり、増加傾向が続いている。日本においては 1960

～70 年代におけるモータリゼーションの進展によって、「車の通行の邪魔」となった路面電

車は大量に廃止されることとなったが、近年は地方都市を中心として見直される傾向にあ

り、富山県富山市や栃木県宇都宮市における LRT の新規開業・拡大をはじめ、岐阜県岐阜

市など他の複数の地方都市においても路面電車（LRT）の新規開業等が検討されている状況

にある。 

 

２．本研究の目的 

以上のような状況を踏まえ、本研究では、現時点で現存する路面電車と廃止された路面電

車を対象とし、路面電車沿線における人口変化を観察し、その状況を分析することを主たる

目的とする。環境問題への配慮に加え、いっそうの高齢化とともに公共交通の果たす役割は

ますます重要になると考えられ、今後の公共交通の中核となる可能性のある路面電車の存

在意義や持続可能性を、人口変化や人口動態の側面から探ろうとするものである。 

 

３．分析手法 

 国土交通省「国土数値情報」で整備されている「鉄道時系列」データをもとに、現存およ

び 1990 年代以降に廃止された路面電車の駅の位置情報を取得し、GIS のバッファリング機

能を用いて駅勢圏を画定する。続いて、1995～2020 年における国勢調査の地域メッシュ統

計（4 次メッシュ）を利用することによって駅勢圏内の男女 5 歳階級別人口を推定した後、

沿線別に人口データを集計し、25 年間の変化を観察する。そのなかでは、とくに現存路線

の沿線と廃止路線の沿線との差異に着目し、5 年ごとの自然増減と社会増減の変化や、男女

年齢 5 歳階級別の純移動率の変化等について分析を行う。 

 分析対象地域は、現存路線としては 2026 年時点で地方都市に存在する路面電車すべて、

廃止路線としては新潟交通電車線（新潟県新潟市ほか）、名鉄岐阜市内線（岐阜県岐阜市）、

西鉄北九州線（福岡県北九州市）を取り上げる予定である。分析結果については当日報告を

行う。 


